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新
し
い
椅
子
①

風
の

眼

壱
岐
警
察
署
長

永
峯
一
宏
警
視

～
風
が
や
ん
だ
ら

　
沖
ま
で
船
を
出
そ
う
～

　
壱
岐
署
の
新
署
長
は
、
荒
井

（
現
在
、
松
任
谷
）
由
美
さ
ん

作
詞
・
作
曲
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
「
瞳

を
閉
じ
て
」
が
校
歌
の
高
校
が

あ
る
こ
と
で
有
名
な
五
島
・
奈

留
島
出
身
で
、
そ
の
校
歌
を
高

校
の
卒
業
式
で
歌
っ
た
と
い
う

長
峯
一
宏
警
視
。

　
薬
物
、
銃
器
、
暴
力
対
策
な

ど
、
県
警
本
部
刑
事
部
・
組
織

犯
罪
対
策
課
の
次
席
調
査
官
か

ら
の
着
任
。
こ
れ
ま
で
警
察
官

と
し
て
、
昭
和
55
年
の
機
動
隊

へ
の
配
属
を
振
り
出
し
に
33
年

間
、
殺
人
事
件
や
強
盗
事
件
な

ど
様
々
な
事
件
を
経
験
し
て
き

た
が
、
２
９
９
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
長
崎
大
水
害
（
昭
和
57

年
）
は
、
救
助
を
求
め
る
市
民

に
対
応
す
る
た
め
の
無
線
が
パ

ン
ク
状
態
に
な
り
、
ま
さ
に
「
生

死
を
か
け
る
」
と
い
う
言
葉
通

り
の
状
況
が
目
の
前
に
展
開
さ

れ
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
。

　
壱
岐
は
16
年
前
、
家
族
で
旅

行
し
て
以
来
。
島
育
ち
の
せ
い

か
、
何
か
落
ち
着
い
て
い
て
懐

か
し
く
、
ふ
る
里
に
帰
っ
て
き

た
よ
う
で
島
で
の
生
活
は
肌
に

合
う
。
こ
れ
か
ら
壱
岐
の
島
の

豊
か
な
自
然
や
歴
史
に
触
れ
て

い
き
た
い
と
も
。
座
右
の
銘

は
、
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て
原

点
、
初
心
に
帰
る
と
い
う
観
点

か
ら
「
初
心
」。

　
刑
事
畑
が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
被
害
者
の
気
持
ち
が
理
解
で

き
る
だ
け
に
、
管
内
の
事
情
を
1

日
も
早
く
把
握
し
て
、
署
員
と
一

丸
に
な
り
家
や
車
の
カ
ギ
か
け
の

励
行
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
な
ど

に
よ
る
事
件
、
事
故
の
予
防
、
未

然
防
止
に
努
め
、
安
心
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
共
に
取
り
組

み
た
い
。

　
迫
力
あ
る
鋭
い
眼
光
と
人
懐
っ

こ
い
笑
顔
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
何
と

も
素
敵
な
新
署
長
。
51
歳

「
弥
生
集
落

     

三
大
遺
跡
展
」

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
主

催
の
第
9
回
特
別
企
画
展
「
弥

生
集
落
三
大
遺
跡
展
」
が
20

日
か
ら
、
同
博
物
館
１
階
テ
ー

マ
展
示
室
で
、
６
月
24
日
ま
で

の
約
２
か
月
間
開
催
さ
れ
る
。

　
同
三
大
遺
跡
展
で
は
、
国

宝
に
あ
た
る
国
特
別
史
跡
に

し
て
い
さ
れ
て
い
る
登
呂
（
静

岡
）、
吉
野
ケ
里
（
佐
賀
）、
原

の
辻
（
壱
岐
）
の
３
遺
跡
に

つ
い
て
、
象
徴
的
な
出
土
品

を
一
堂
に
展
示
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
遺
跡
の
特
性
や
特
徴
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
併

せ
て
弥
生
時
代
の
国
史
跡
に

つ
い
て
も
パ
ネ
ル
展
示
で
紹

介
す
る
。
観
覧
料
は
大
人
の

み
２
０
０
円
。

20
日
か
ら
一
支
国
博
物
館

壱岐・対馬・博多間に九州郵船

新フェリー「きずな」就航
１日から運賃２割引きに

　
壱
岐
・
対
馬
・
博
多
間
を

海
路
で
結
ぶ
九
州
郵
船
（
株
）

＝
本
社
・
福
岡
市
、
竹
永
健
二

郎
社
長
＝
の
新
造
フ
ェ
リ
ー

「
き
ず
な
」
が
１
日
、
し
ま
の

交
流
人
口
の
拡
大
、
観
光
、
産

業
、
経
済
の
振
興
な
ど
、
大

き
な
期
待
を
担
い
就
航
し
た
。

　
「
き
ず
な
」
は
全
長
94
・
６

㍍
、
幅
14
・
８
㍍
で
、
規
模

は
き
ず
な
の
就
航
、
老
朽
化

し
た
フ
ェ
リ
ー
「
ニ
ュ
ー
つ

し
ま
」
に
代
わ
る
フ
ェ
リ
ー

と
し
て
、
県
の
「
リ
プ
レ
イ

ス
事
業
」（
運
賃
低
廉
化
事
業
）

に
よ
り
、
約
27
億
円
で
建
造

さ
れ
、
船
名
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
人
と
人
、
心
と
心
、
島

と
島
を
結
ぶ
」。

　
き
ず
な
の
規
模
は
▽
全
長

94
・
6
㍍
▽
幅
14
・
8
㍍
▽

総
㌧
数
１
８
０
９
㌧
▽
航
海

速
力
19
ノ
ッ
ト
以
上
▽
旅
客

定
員
６
７
８
人
▽
車
両
積
載

台
数
（
乗
用
車
換
算
）
67
台

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
多
目
的
ト
イ
レ

な
ど
障
害
の
あ
る
人
に
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
た
設
備
を
備

え
て
い
る
。

　
郷
ノ
浦
港
発

の
第
１
便
に
１

番

で

乗

る

た

め
早
朝
５
時
か

ら
、
祖
母
ら
と

並
ん
だ
石
田
町

久
喜
触
、
山
川

尚
大
く
ん
（
７

つ
）
と
福
岡
か

ら
遊
び
に
来
て

い

た

親

戚

の

平

田

椋

雅

く

ん
（

同

）

は

「
と
っ
て
も
楽

し
み
に
し
て
い

ま
し
た
」「
や
っ

た
ぁ
！
う
れ
し

い
！
」
な
ど
と

元
気
に
は
な
し

た
。

　
ま
た
、
リ
プ

レ
イ
ス
事
業
に
よ
り
、
今
月

か
ら
フ
ェ
リ
ー
、
高
速
船
の

基
本
運
賃
の
2
割
引
き
下
げ

が
ス
タ
ー
ト
、
壱
岐
・
博
多

間
の
主
な
運
賃
は
次
の
通
り

で
、
車
両
は
従
来
通
り
。

【
フ
ェ
リ
ー
】
（
片
道
）
▽
１

等
・
大
人
２
８
８
０
円
、
子

ど
も
１
４
４
０
円
▽
２
等
指

定
・
大
人
２
４
８
０
円
、
子

ど
も
１
２
４
０
円
▽
２
等
・

大
人
２
０
８
０
円
、
子
ど
も

１
０
４
０
円
、
離
島
民
往
復

割
・
大
人
３
５
９
０
円
、
子

Ｆ
・
き
ず
な
で

　
　
　

新
任
の
地
へ

松
見
学
芸
員
の
講
演
も

市
地
域
婦
人
会
連
絡

協
議
会
・
総
会

フ
ラ
メ
ン
コ
ラ
イ
ブ

５
月
11
日
一
支
国
博
物
館

壱
岐

海
保

矢
上
前
署
長
夫
妻

　
春
の
人
事
異
動
で
転
出
が
き

ま
っ
た
壱
岐
海
上
保
安
署
・
矢

上
憲
昭
前
署
長
、
則
子
夫
妻
は

１
日
、
郷
ノ
浦
港
発
フ
ェ
リ
ー

き
ず
な
の
第
一
便
で
、
同
署
員

ら
が
見
送
る
中
、
想
い
出
多
き

壱
岐
の
島
を
後
に
し
て
新
任
地

へ
と
向
か
っ
た
＝
写
真
＝
。

　
矢
上
前
署
長
の
赴
任
先
は
佐

世
保
海
上
保
安
部
で
、
次
長
に

就
任
し
た
。

ど
も
１
８
０
０
円
▽
学
割
・

１
７
０
０
円

【

高

速

船

】
（

片

道

）

▽

大
人
４
０
８
０
円
▽
子
ど

も

２

０

４

０

円

▽

学

割
・

３
３
０
０
円
▽
３
デ
イ
ズ
往

復
割
・
大
人
６
２
０
０
円
、
子

ど
も
３
１
０
０
円
▽
離
島
民

往
復
割
・
大
人
６
９
９
０
円
、

子
ど
も
３
５
０
０
円
な
ど
（
い

ず
れ
も
燃
油
チ
ャ
ー
ジ
含
む
）

再出発はインドネシアで
九郵フェリー・ニューつしま

　

壱

岐
・

対

馬
・

博

多

間

の
航
路
に
１

日

か

ら
、

九

州
郵
船
の
新

造
フ
ェ
リ
ー

「
き
ず
な
」
が

就
航
し
た
。

　
こ
の
就
航

に

伴

い
、

平

成
元
年
７
月

か
ら
同
航
路

で
活
躍
し
て

き
た
同
社
の

フ

ェ

リ

ー
・

ニ
ュ
ー
つ
し

ま
（

総

㌧

数

１
７
７
６
㌧
、

定
員
８
３
９
人
、
乗
用
車
換

算
に
よ
る
車
両
搭
載
台
数
64

台
）
が
昨
年
度
末
日
で
、
船

体
の
老
朽
化
の
た
め
に
「
退

役
」
す
る
こ
と
に

な
り
、
先
月
31
日

夜
、
ニ
ュ
ー
つ
し

ま
が
ラ
ス
ト
航
海

で
芦
辺
港
に
到
着

す
る
の
を
待
っ

て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
で
そ
の
運
航

に
感
謝
す
る
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

た
。

　
同
フ
ェ
リ
ー

は
、
お
よ
そ

24

年
間
の
航
海
で

５
０
０
万
人
を
超

え
る
乗
客
を
運
ん

だ
。
同
船
は
こ
の

後
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
再
出
発
を
果

た
す
と
い
う
。

互いの想いをつなぐ 5 色のテープ

操舵室を見学する山本啓介県議と白川博一市長

フェリーニューつしまの＂退役＂セレモニー

Vol.1

　
壱
岐
の
島
は
ゆ
り
か
ご
の
よ

う
な
島
。

　
海
や
風
が
揺
ら
し
、
生
命
（
い

の
ち
）
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
そ

し
て
巣
立
つ
。

　
ま
た
、
も
ぐ
っ
て
新
し
い
生

命
が
生
ま
れ
育
ま
れ
る
。

　
大
い
な
る
循
環
の
サ
イ
ク
ル

の
中
で
、
小
さ
な
ゆ
り
か
ご
。

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
キ
ジ
バ
ト
さ

ん
か
ら
毎
月
１
、
２
回
届
く
こ

と
に
な
っ
た
コ
ラ
ム
「
島
の
ゆ

り
か
ご
」
の
第
１
号
を
掲
載
し

ま
す
。

　
「

フ

ラ

メ

ン

コ

ラ

イ

ブ

２
０
１
２
」
が
５
月
11
日
、
第

一
部
が
午
後
５
時
半
開
場
、
同

６
時
開
演
、
第
２
部
が
同
７
時

半
開
場
、
同
８
時
開
演
の
日
程

で
一
支
国
博
物
館
・
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る

　
当
日
は
市
内
で
教
室
を
開
き

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る

米
田
成
美
も
出
演
す
る
。
チ

ケ
ッ
ト
は
前
売
り
３
０
０
０

円
、
当
日
３
５
０
０
円
。
１
、

２
部
通
し
５
５
０
０
円
。

　
壱
岐
の
島
は
風
が
強
い
と
こ

で
す
ね
。
転
勤
さ
れ
て
き
た
方

が
驚
い
た
顔
に
な
る
。

　
な
に
し
ろ
春
一
番
の
島
で
す

か
ら
。
風
の
島
に
よ
う
こ
そ
と

言
う
と
思
わ
ず
に
っ
こ
り
と
さ

れ
る
。
風
の
中
で
話
を
し
て

い
る
と
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
鳥
の

声
。
ト
ン
ビ
だ
。
翼
を
広
げ
て

ゆ
う
ゆ
う
と
旋
回
中
。
な
ん
と

も
気
持
ち
が
よ
さ
そ
う
だ
。
淡

く
光
る
青
空
を
舞
台
に
、
風
と

共
に
空
中
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。
上
昇
気
流
に
乗
っ
て

輪
を
描
き
な
が
ら
上
空
へ
舞
い

あ
が
っ
て
い
く
。

　
上
空
か
ら
島
は
ど
ん
な
ふ
う

に
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
拡
張

し
た
道
や
ト
ン
ネ
ル
、
走
り
去

る
車
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
、
そ

の
狭
間
に
座
り
込
ん
で
い
る
杖

の
人
や
普
段
着
の
足
元
は
見
え

る
の
か
。
時
空
の
旅
人
の
夢
は
。

　
古
来
か
ら
目
に
見
え
な
い
も

の
を
象
徴
す
る
た
め
に
使
わ
れ

て
き
た
言
葉
「
風
」。
そ
の
見

え
な
い
風
に
乗
り
舞
う
ト
ン
ビ

よ
。
神
の
使
い
の
鳥
な
の
か
。

「
お
ー
い
、
何
が
見
え
る
？
」

次
の
新
し
い
風
が
吹
い
た
ら
目

も
光
る
だ
ろ
う
。
若
葉
が
生
ま

れ
て
い
る
。

　
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

（
久
間
初
子
会
長
）
の
本
年
度

総
会
が
14
日
午
後
7
時
か
ら
２

時
間
、
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー

ル
・
中
ホ
ー
ル
で
、
各
地
区
婦

人
会
の
正
副
会
長
を
対
象
に
開

か
れ
る
。

　
当
日
は
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
や
会
計
報
告
、
本
年
度
の
事

業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど
審
議

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
総

会
後
に
は
、
研
修
会
講
演
と
し

て
、
市
文
化
財
課
・
松
見
裕
二

学
芸
員
の
講
演
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

島の

キジバト

ゆりかご

壱
岐
新
報
創
刊
の
ご
挨
拶
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拝
啓　

春
陽
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
こ
の
度
壱
岐
新
報
第
一

号
を
創
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感

謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
聞
の
役
割
は
大
き
く
そ
の

必
要
性
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
紙
は
今
後
の
第
２
号
、
３
号
と
毎
回
の
発
行

で
、
ニ
ュ
ー
ス
を
偏
向
せ
ず
に
伝
え
、
皆
様
の
毎

日
に
添
う
よ
う
な
、
心
和
み
笑
顔
が
広
が
る
新
聞

づ
く
り
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
併
せ
て
ご
購
読
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
４
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
岐
新
報
社
一
同

拝
啓　

春
陽
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
こ
の
度
壱
岐
新
報
第
一

号
を
創
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感

謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
聞
の
役
割
は
大
き
く
そ
の

必
要
性
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
紙
は
今
後
の
第
２
号
、
３
号
と
毎
回
の
発
行

で
、
ニ
ュ
ー
ス
を
偏
向
せ
ず
に
伝
え
、
皆
様
の
毎

日
に
添
う
よ
う
な
、
心
和
み
笑
顔
が
広
が
る
新
聞

づ
く
り
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
併
せ
て
ご
購
読
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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岐
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同

壱
岐
新
報
創
刊
の
ご
挨
拶

お
詫
び

３
月
26
日
で
廃
刊
と
な
っ
た
壱
岐
日

報
最
終
号
で
、
本
紙
の
こ
の
創
刊
号

を
、
読
者
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
顧

客
、
個
人
情
報
に
関
す
る
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
た
め
、
読
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
取
り
や
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
と
も
壱
岐
新
報
を
お
引
き
立
て

ご
購
読
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
お
申
し
上
げ
ま
す
。


